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（百万円未満切捨て） 

１．20年３月期の連結業績（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20 年３月期 9,591   8.8 △1,071 ― △888 ― △1,021 ― 

19 年３月期 8,818 △33.7 △1,383 ― △1,055 ― △502 ― 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自 己 資 本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

円  銭 円  銭 ％ ％ ％

20 年３月期 △42．81 ― △3.5 △2.3 △11.2 

19 年３月期 △21．04 ― △1.6 △2.4 △15.7 

(参考) 持分法投資損益 20 年３月期 △37 百万円 19 年３月期 △68 百万円 

 

(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

20 年３月期 35,331 27,335 76.4 1,132．58 

19 年３月期 40,509 31,053 75.6 1,283．62 

(参考) 自己資本 20 年３月期 27,008 百万円 19 年３月期 30,632 百万円 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円

20 年３月期 △451 △294 △258 8,588 

19 年３月期 △3,048 1,291 △719 9,592 

 

２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 期 末 年 間 

配当金総額 
（年間） 

配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 

（連結） 

円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19 年３月期 10．00 10．00 243 ― 0.7 

20 年３月期 10．00 10．00 243 ― 0.8 

21 年３月期 
（予想） 10．00 10．00  ―  

 

３．21 年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 3,800 △11.2 △230 ― △120 ― △100 ― △4．19 

通 期 12,500 30.3 △170 ― 50 ― 20 ― 0．84 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）   無 

 

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更 有 

(注)詳細は、16ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ４．会計処理基準に関する

事項 (2)重要な減価償却資産の減価償却の方法」及び17ページ「連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更」をご覧ください。 

 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 20年３月期 26,976,000 株 19年３月期 26,976,000 株 

② 期末自己株式数 20年３月期 3,128,999 株 19年３月期 3,111,742 株 

(注)１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、28ページ「１株当たり情報」

をご覧ください。 

 

（参考）個別業績の概要 

１．20年３月期の個別業績（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20 年３月期 9,194 10.3 △1,036 ― △766 ― △876 ― 

19 年３月期 8,339 △28.1 △1,417 ― △1,014 ― △290 ― 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

 円  銭 円  銭 

20 年３月期 △36．05 ― 

19 年３月期 △11．92 ― 

 

(2) 個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

20 年３月期 33,687 25,882 76.8 1,064．66 

19 年３月期 38,512 29,326 76.2 1,205．50 

(参考)自己資本 20 年３月期 25,882 百万円 19 年３月期 29,326 百万円 

 

２．21年３月期の個別業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 3,500 △13.6 △230 ― △120 ― △100 ― △4．11 

通 期 12,000 30.5 △170 ― 50 ― 20 ― 0．82 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等は、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は見通し

と異なる可能性があります。 

なお、上記業績予想に関する事項は、３ページ「１．経営成績 (1)経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１．経営成績  
（１）経営成績に関する分析 
 

①当期の経営成績 
 

当連結会計年度におけるわが国経済は、当初持続的な企業収益の改善を背景に、雇用環境の改善にともな

う個人消費の回復など、景気は緩やかな回復基調のなかで推移してまいりました。しかしながら、原材

料価格の上昇やサブプライムローン問題に端を発した金融市場混乱による米国経済の景気減速、それら

を懸念するかのような株式市況の低迷等、景気は一転して先行き不透明な状況となりました。 

橋梁事業につきましては、公共工事の入札において価格と品質が総合的に優れたものを落札者とする総

合評価落札方式の導入が進み、一時の低入札価格は影をひそめたものの依然として採算面では厳しい受

注単価でありました。さらに、公共事業の長期の縮減傾向は続いており、また橋梁の供給過剰状況は解

消されておらず、引き続き厳しい受注環境のなかで推移しました。 

鉄骨事業につきましては、建築基準法改正の影響をうけた需要減にともなう競争激化、原材料価格の

高騰など、厳しい事業環境にありました。 

この様な環境のもとで、当社グループの当連結会計年度における受注高は、鋼構造物製造事業では

118 億 6 千万円（前年同期比 26.5％増）、その他の事業では 3億 9千万円（前年同期比 20.0％増）とな

り、総受注高は 122 億 6 千万円（前年同期比 26.3％増）となりました。主な受注工事は、橋梁事業に

つきましては、中部地方整備局の平成 19 年度 23 号知立ＢＰ野中地区高架橋鋼上部工事、近畿地方整備

局の第二京阪道路宮前地区鋼上部工事、中国地方整備局の西広島バイパス廿日市高架橋宮内上部工事、

山梨県の一般県道内船停車場線新南部橋（仮称）上部工建設工事、愛知県の道路改良事業一般国道 151

号八束穂跨線橋上部工事など、また鉄骨事業につきましては、上越火力発電所１号系列２-１号本館ほ

か工事のうち鉄骨加工製作などであります。 

また、売上高につきましては、鋼構造物製造事業では 88 億円（前年同期比 3.7％増）、不動産賃貸事

業では 3億 9千万円、その他の事業では 3 億 9千万円（前年同期比 20.0％増）となり、合計 95 億 9 千

万円（前年同期比 8.8％増）となりました。売上計上いたしました主な工事は、橋梁事業につきまして

は、中部地方整備局の平成 18 年度伊豆縦貫納米里高架橋鋼上部工事、名古屋高速道路公社の県道高速

名古屋新宝線尾頭橋工区上部工事、首都高速道路株式会社の（高改）ＨＭ１４工区湾岸線接続部上部工

事、愛知県の橋りょう整備事業主要地方道名古屋岡崎線花園高架橋上部工事、静岡市の平成 17 年度葵

県道債第２号（主）山脇大谷線道路改良工事（麻機６号橋上部工その３）、千葉県の国道道路改築及び

道路受託事業合併工事（銚子大橋上部工その 3）など、また鉄骨事業につきましては、豊田市駅前通り

南地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築工事（住宅棟）、新名古屋火力発電所８号系列 配管架

台鉄骨などであります。 

一方、損益面では、鋼材需給の逼迫による工期への影響や資材費の価格上昇等により、工事の採算性

が低下し、橋梁部門の既受注工事において工事損失引当金を追加計上した影響から、営業損失は 10 億

7 千万円（前年同期 13 億 8 千万円の営業損失）となり、受取利息、受取配当金の収入と連結子会社及

び持分法適用会社において計上した複合金融商品の評価損を併せまして 8億 8 千万円の経常損失（前年

同期 10 億 5 千万円の経常損失）となりました。 

また、特別損失に投資有価証券評価損 10 億 4 千万円を計上いたしましたが、投資有価証券売却益 10

億 7 千万円を特別利益に計上して損失の補填をした結果、当期純損失は 10 億 2 千万円（前年同期 5 億

円の当期純損失）となりました。 
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②次期の見通し 
 

当社グループを取り巻く経営環境を見ますと、橋梁事業につきましては、公共投資の縮減傾向のなか、

橋梁の需要の伸びは期待できず、厳しさがさらに増すことが予想されます。また、入札方式も総合評価

落札方式の導入が進展し、総合的な技術提案力とコスト競争力の強化が今まで以上に求められておりま

す。 

鉄骨事業につきましては、原材料価格の上昇が予想されるなど、採算面で依然として厳しい状況が続

くものと思われます。 

次期の業績予想につきましては、連結売上高 125 億円、連結営業損失 1 億 7 千万円、連結経常利益 5

千万円を見込んでおります。 

 
 
（２）財政状態に関する分析 
 

①資産、負債及び純資産の状況 
 

 平成 19 年３月期 平成 20 年３月期 増  減 

総資産（百万円） 40,509 35,331 △ 5,178 

純資産（百万円） 31,053 27,335 △ 3,717 

自己資本比率（％） 75.6 76.4 ― 

 

当連結会計年度末の資産の状況は、現金預金及び未成工事支出金の減少により流動資産が減少した

ことに加え、投資有価証券の減少により固定資産が減少した結果、総資産は 51 億 7 千万円減少いたし

ました。 

当連結会計年度末の純資産は、当期純損失の計上やその他有価証券評価差額金が減少したことなど

により 37 億 1 千万円減少いたしました。 

この結果、自己資本比率は 76.4％となりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 
 

 平成 19 年３月期 平成 20 年３月期 増  減 

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △ 3,048 △ 451 2,597 

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 1,291 △ 294 △ 1,586 

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △ 719 △ 258 460 

 

キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローにおいて、主に棚卸資産の減少

による資金の増加及び未成工事受入金の増加はあったものの、税金等調整前当期純損失の計上と売上

債権の増加により 4億 5 千万円の資金の減少となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得により 2 億 9 千万円の資金の減少

となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払いにより 2 億 5 千百万円の資金の減少と

なりました。 

この結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は 85 億 8 千万円（前年同期比 10 億円減、

10.5％減）となりました。 
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

自己資本比率（％） 72.5 72.2 75.6 76.4 

時価ベースの自己資本比率（％） 51.4 44.4 33.6 21.6 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） ― ― ― ― 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 183.5 ― ― ― 
 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。 

※ キャッシュ・フロー対有利子負債比率は、有利子負債がないため記載しておりません。 

※ 平成18年３月期、平成19年３月期及び平成20年３月期のインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業

キャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりません。 

 
（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
 

当社は、株主に対する利益還元を経営の重要政策のひとつと位置付けており、安定した配当を継続的

に実施することを基本方針としつつ、業績の推移及び事業展開を総合的に勘案し実施しております。 
当期の配当金につきましては、１株当たり10円を予定しており、次期以降の配当につきましても、基

本方針に基づき実施させていただく予定です。 
なお、内部留保につきましては、設備投資・研究開発投資など、経営基盤の強化及び今後の事業展開

に備え、有効に活用する方針であります。 
 
（４）事業等のリスク 
 

①公共事業の減少 
公共事業の発注数量等の減少が予想を大幅に上回る場合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 
②原材料の価格 

原材料の市場価格等が高騰した際、販売価格等に転嫁することが困難な場合には、業績に影響を及ぼ

す可能性があります。 
 

③品質の保証 
製品の引渡し後、瑕疵担保責任等による損害賠償等が発生した場合には、業績に影響を及ぼす可能性

があります。 
 

④取引先の信用リスク 
取引先の信用不安による損失が発生した場合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 
⑤資産保有リスク 

保有している資産の時価の変動により、業績に影響を及ぼす可能性があります。 
 

⑥法的規制 
事業活動における法令はもとより社会規範の遵守と企業倫理の確立を図っておりますが、これらを遵

守できなかった場合、業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 
 

当社グループは、当社、子会社３社及び関連会社10社で構成され橋梁・鉄骨・その他鉄構物の設計・製

作の受注生産販売を主要事業として行っております。 
当社グループの事業の種類別セグメントの区分及び主要事業との位置付けは次の通りであります。 

 
Ａ．鋼構造物製造事業 

当社は鋼構造物の設計・製作及び各製作工程の施工管理を行っております。 
［製品の外注加工］ 

子会社の富川鉄工㈱及び関連会社の㈱瀧上工作所は橋梁・鉄骨等の製作加工を行っております。 
［製品の現場施工］ 

関連会社の瀧上建設興業㈱は一般土木建築・橋梁・鉄骨・その他鉄構物の製作・施工を行っており

ます。 
Ｂ．不動産賃貸事業 

当社は不動産賃貸並びに管理業務を行っております。 
Ｃ．その他の事業 
［材料・ボルト類の供給］ 

子会社の瀧上精機工業㈱及び㈱瀧上精機工業十四山工場はボルト・ナット類の製造販売、関連会社

の丸定産業㈱は鋼板の切断・加工販売、丸定鋼業㈱は形鋼及びその他材料の販売をそれぞれ行ってお

ります。 
また、関連会社の中部レベラー鋼業㈱は鋼板加工業を行っておりますが、当社との取引関係はあり

ません。 
［製品の輸送］ 

関連会社の丸定運輸㈱は橋梁・鉄骨・その他鉄構物の製品輸送を行っております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注) 関連当事者でありました㈱エス･エス･エンジニアリングは、平成20年２月27日に清算結了いたしました。 

  事業の系統図は次の通りであります｡

　○…連結子会社

　△…持分法適用会社

当　　社

得　　意　　先

関連会社

　丸定産業㈱

　丸定鋼業㈱

材料の供給

子会社

○瀧上精機工業㈱

　㈱瀧上精機工業

　　　　十四山工場

ボルト･ナット類の供給

子会社

○富川鉄工㈱

関連会社

　㈱瀧上工作所

製品の外注加工

関連会社

△丸定運輸㈱

製品の輸送

関連会社

△瀧上建設興業㈱

製品の現場施工

製作の受注

関連会社

　中部レベラー鋼業㈱

鋼板加工業

鋼構造物製造事業
不動産

賃貸事業
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３．経営方針 
 
（１）会社の経営の基本方針 
 

当社は、「長年にわたるゆるぎない品質の確かさで顧客との信頼関係を築く」という企業理念のもと、

「株主」、「顧客」を最重要と認識し、社会のルールを遵守し、信頼される企業としての責任を誠実に果

たすこと、および顧客要求を満足する「品質の確保」と「安全施工」を基本方針として経営活動を続け

ております。また品質方針である「品質の確かさで顧客満足を得ることを第一とし、顧客要求事項を満

足する製品を提供する」を常に念頭に置き事業活動を進めております。 
 
 
（２）目標とする経営指標 
 

橋梁・鉄骨業界を取り巻く経営環境が一層の厳しさを増していくなか、当社グループといたしまして

は、企業競争力の強化に努め、適正な受注量の確保を重要な施策と位置付け、売上高、利益面でバラン

スの取れた収益力を目指してまいります。 
 
 
（３）中長期的な会社の経営戦略並びに会社の対処すべき課題 
 

当社グループといたしましては、厳しい事業環境の中で、客先のニーズに応えた技術提案の充実、コ

スト競争力を強化するため、グループの連携強化、生産設備の合理化、人材の適正配置など、生産体制

の整備を図り、業績の向上と社業の発展のため努力する所存でございます。 

なお、当社は、厳しい橋梁事業を取り巻く環境を鑑み、株式会社横河ブリッジホールディングスと、

それぞれの独自性を尊重しながら、両社の経営・事業基盤の強化および発展ならびに企業価値の向上を

期するため、業務資本提携に向けて基本合意いたしております。 
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４．連結財務諸表等 
（１）連結貸借対照表 
 

  
前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 
対前期増減 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

構成比

（％）
金額（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

現金預金  9,592 8,588  △ 1,004

受取手形・ 
完成工事未収入金等 ※４ 3,278 3,960  681

有価証券  499 ―  △ 499

未成工事支出金  2,749 1,986  △ 763

その他たな卸資産  131 116  △ 14

繰延税金資産  2 ―  △ 2

その他  231 137  △ 94

貸倒引当金  △ 5 △ 0  5

流動資産合計  16,480 40.7 14,789 41.9 △ 1,691

Ⅱ 固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 ※１ 1,714 1,040  △ 674

機械・運搬具 ※１ 925 786  △ 139

工具器具・備品 ※１ 47 31  △ 16

賃貸不動産 ※１ 1,008 2,222  1,214

土地  1,555 1,140  △ 415

建設仮勘定  136 81  △ 55

有形固定資産合計  5,389 13.3 5,302 15.0 △ 86

無形固定資産    

借地権  0 0  ―

その他  42 33  △ 9

無形固定資産合計  43 0.1 33 0.1 △ 9

投資その他の資産    

投資有価証券 
※２ 
※３ 18,000 14,006  △ 3,993

長期性預金  500 1,000  500

従業員に対する長期貸付金  0 0  △ 0

その他 ※２ 98 200  102

貸倒引当金  △ 1 △ 1  ―

投資その他の資産合計  18,597 45.9 15,205 43.0 △ 3,391

固定資産合計  24,029 59.3 20,541 58.1 △ 3,487

資産合計  40,509 100.0 35,331 100.0 △ 5,178
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前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 
対前期増減 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

構成比

（％）
金額（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

支払手形・工事未払金等 ※４ 1,603 1,566  △ 36

未払費用  128 109  △ 18

未払法人税等  34 17  △ 16

未成工事受入金  1,304 1,831  526

賞与引当金  76 79  3

役員賞与引当金  7 ―  △ 7

完成工事補償引当金  7 10  2

工事損失引当金  886 670  △ 216

違約損失引当金  263 ―  △ 263

その他  94 236  141

流動負債合計  4,406 10.9 4,521 12.8 115

Ⅱ 固定負債    

繰延税金負債  4,050 2,529  △ 1,520

退職給付引当金  730 648  △ 81

役員退職慰労引当金  136 116  △ 19

環境対策引当金  28 28  ―

その他  105 150  44

固定負債合計  5,050 12.4 3,473 9.8 △ 1,576

負債合計  9,456 23.3 7,995 22.6 △ 1,461

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本    

資本金  1,361 3.3 1,361 3.8 ―

資本剰余金  389 1.0 389 1.1 ―

利益剰余金  24,320 60.1 23,056 65.3 △ 1,264

自己株式  △ 1,793 △4.4 △ 1,801 △5.1 △ 8

株主資本合計  24,278 60.0 23,005 65.1 △ 1,272

Ⅱ 評価・換算差額等    

その他有価証券 
評価差額金  6,354 4,003  △ 2,351

評価・換算差額等合計  6,354 15.7 4,003 11.3 △ 2,351

Ⅲ 少数株主持分  420 1.0 327 1.0 △ 93

純資産合計  31,053 76.7 27,335 77.4 △ 3,717

負債純資産合計  40,509 100.0 35,331 100.0 △ 5,178
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（２）連結損益計算書 
 

  
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

対前期増減 

区分 
注記 
番号 

金額（百万円） 
百分比
（％）

金額（百万円） 
百分比 
（％） 

金額 
（百万円） 

Ⅰ 完成工事高 ※１ 8,818 100.0 9,591 100.0 773

Ⅱ 完成工事原価  9,159 103.9 9,671 100.8 511

完成工事総損失(△)  △ 341 △3.9 △ 79 △0.8 261

Ⅲ 販売費及び一般管理費 
※２ 
※３ 1,042 11.8 991 10.4 △ 50

営業損失(△)  △ 1,383 △15.7 △ 1,071 △11.2 312

Ⅳ 営業外収益  559 6.3 301 3.1 △ 257

受取利息  53 100  47

受取配当金  142 168  25

賃貸収入  333 ―  △ 333

その他営業外収益  30 33  3

Ⅴ 営業外費用  230 2.6 119 1.2 △ 111

投資有価証券評価損  ― 67  67

賃貸費用  141 ―  △ 141

自己株式の取得に関する 
付随費用  5 5  △ 0

持分法による投資損失  68 37  △ 31

その他営業外費用  14 9  △ 5

経常損失(△)  △ 1,055 △12.0 △ 888 △9.3 166

Ⅵ 特別利益  1,954 22.2 1,090 11.4 △ 863

固定資産売却益 ※４ 447 0  △ 447

投資有価証券売却益  1,501 1,074  △ 426

会員権売却益  2 ―  △ 2

その他特別利益  4 16  12

Ⅶ 特別損失  219 2.5 1,224 12.8 1,005

前期損益修正損  ― 20  20

固定資産売却損 ※５ 0 ―  △ 0

固定資産除却損 ※６ 53 155  101

投資有価証券評価損  ― 1,048  1,048

会員権評価損  2 ―  △ 2

独占禁止法違反に係る罰金  160 ―  △ 160

環境対策引当金繰入額  1 ―  △ 1

税金等調整前当期純利益又は 
税金等調整前当期純損失(△)  680 7.7 △ 1,022 △10.7 △ 1,703

法人税、住民税及び事業税  196 2.2 13 0.1 △ 182

法人税等調整額  841 9.6 71 0.7 △ 769

少数株主利益又は 
少数株主損失(△)  144 1.6 △ 86 △0.9 △ 231

当期純損失(△)  △ 502 △5.7 △ 1,021 △10.6 △ 519
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（３）連結株主資本等変動計算書 
 
前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高（百万円） 1,361 389 25,069 △ 1,786 25,034

連結会計年度中の変動額  

利益処分による利益配当 △ 243  △ 243

役員賞与 △ 3  △ 3

当期純損失(△) △ 502  △ 502

自己株式の取得 △ 9 △ 9

その他 3 3

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
― ― △ 749 △ 6 △ 755

平成19年３月31日残高（百万円） 1,361 389 24,320 △ 1,793 24,278

 
 

 評価・換算差額等 

 
その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等
合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成18年３月31日残高（百万円） 8,359 8,359 739 34,133

連結会計年度中の変動額  

利益処分による利益配当  △ 243

役員賞与  △ 3

当期純損失(△)  △ 502

自己株式の取得  △ 9

その他  3

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

△ 2,005 △ 2,005 △ 318 △ 2,324

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
△ 2,005 △ 2,005 △ 318 △ 3,080

平成19年３月31日残高（百万円） 6,354 6,354 420 31,053
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当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

 

 株主資本 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高（百万円） 1,361 389 24,320 △ 1,793 24,278

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当 △ 243  △ 243

当期純損失(△) △ 1,021  △ 1,021

自己株式の取得 △ 8 △ 8

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
― ― △ 1,264 △ 8 △ 1,272

平成20年３月31日残高（百万円） 1,361 389 23,056 △ 1,801 23,005

 
 

 評価・換算差額等 

 
その他有価証券 
評価差額金 

評価・換算差額等
合計 

少数株主持分 純資産合計 

平成19年３月31日残高（百万円） 6,354 6,354 420 31,053

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当  △ 243

当期純損失(△)  △ 1,021

自己株式の取得  △ 8

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

△ 2,351 △ 2,351 △ 93 △ 2,444

連結会計年度中の変動額合計 

（百万円） 
△ 2,351 △ 2,351 △ 93 △ 3,717

平成20年３月31日残高（百万円） 4,003 4,003 327 27,335
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
 

  

前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日）

区分 
注記

番号
金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は 
税金等調整前当期純損失(△) 

 680 △ 1,022 

減価償却費  419 442 

貸倒引当金の増減額  4 △ 5 

賞与引当金の増減額  △ 4 3 

役員賞与引当金の増減額  7 △ 7 

工事損失引当金の増減額  468 △ 216 

事業整理費用引当金の増減額  △ 15 ― 

違約損失引当金の増減額  △ 376 △ 263 

環境対策引当金の増減額  1 ― 

課徴金  △ 347 ― 

独占禁止法違反に係る罰金  160 ― 

退職給付引当金の増減額  △ 30 △ 81 

役員退職慰労引当金の増減額  21 △ 19 

受取利息及び受取配当金  △ 195 △ 268 

持分法による投資利益・損失  68 37 

自己株式の取得に関する付随費用  5 5 

役員賞与金の支払額  △ 7 ― 

固定資産売却損益  △ 446 △ 0 

固定資産除却損  53 155 

投資有価証券売却損益  △ 1,501 △ 1,073 

投資有価証券評価損  ― 1,116 

会員権評価損  2 ― 

会員権売却損益  △ 2 ― 

売上債権の増減額  469 △ 681 

棚卸資産の増減額  △ 706 773 

仕入債務の増減額  △ 170 △ 36 

未成工事受入金の増減額  △ 839 526 

未払消費税等の増減額  △ 76 43 

その他  △ 158 152 

小計  △ 2,513 △ 420 

独占禁止法違反に係る罰金の支払額  △ 160 ― 

法人税等の支払額  △ 374 △ 30 

営業活動によるキャッシュ・フロー  △ 3,048 △ 451 
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前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日）

区分 
注記

番号
金額（百万円） 金額（百万円） 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

利息及び配当金の受取額  199 269 

有価証券の売却・償還による収入  500 500 

有形固定資産の売却による収入  666 0 

有形固定資産の取得による支出  △ 491 △ 477 

投資有価証券の売却による収入  3,229 1,526 

投資有価証券の取得による支出  △ 2,807 △ 1,554 

関係会社出資金への支出  ― △ 101 

長期性預金の預入による支出  ― △ 500 

会員権の売却による収入  2 ― 

その他  △ 6 42 

投資活動によるキャッシュ・フロー  1,291 △ 294 

    

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出  △ 15 △ 13 

配当金の支払額  △ 243 △ 243 

子会社清算配当金の支払額  △ 458 ― 

その他  △ 1 △ 1 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △ 719 △ 258 

    

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  ― ― 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額  △ 2,475 △ 1,004 

Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高  12,068 9,592 

Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 ※１ 9,592 8,588 
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（５）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

１．連結の範囲に関する事項 

（1） 連結子会社  ２社 富川鉄工㈱、瀧上精機工業㈱ 
 

（2） 非連結子会社 １社 ㈱瀧上精機工業十四山工場 

上記の非連結子会社は、小規模会社であり、合計の総資産、売上高、

当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）

等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、

連結の範囲から除いております。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

（1） 持分法適用の関連会社 ２社 瀧上建設興業㈱、丸定運輸㈱ 
 

（2） 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社 

非連結子会社 １社 ㈱瀧上精機工業十四山工場 

関 連 会 社 ８社 ㈱瀧上工作所、丸定産業㈱、 

丸定鋼業㈱、中部レベラー鋼業㈱ 他４社 

上記の持分法を適用しない非連結子会社１社及び関連会社８社は、それぞれ当期純損益及

び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法

の適用範囲から除いております。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社である富川鉄工㈱の決算日は２月末日であるため、連結財務諸表の作成には同決算日現在

の財務諸表を使用しております。ただし、同決算日翌日から３月末日までに発生した重要な取引につ

いては、連結上必要な調整を行っております。 

 

４．会計処理基準に関する事項 

（1） 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法） 

その他有価証券 

時価のあるもの 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入

法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定しております。） 

 なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合金

融商品は、全体を時価評価し、評価差額を当連結会計年度の損益に

計上しております。 

時価のないもの 移動平均法による原価法 
 

② デリバティブ 時価法 
 

③ たな卸資産 

未成工事支出金 個別法による原価法 

その他たな卸資産 主として先入先出法による低価法 

なお、低価法に基づく評価損は 0 百万円であります。 
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（2） 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 定率法 

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除

く）については定額法 

（会計処理の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年

度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

この変更により、従来の方法に比べ、完成工事総損失は 7 百万

円、営業損失は 7 百万円増加し、経常損失及び税金等調整前当期

純損失は 7 百万円それぞれ増加しております。 

（追加情報） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年

度より、平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産について

は、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均等償

却する方法によっております。 

この変更により、従来の方法に比べ、完成工事総損失は 20 百万

円、営業損失は 21 百万円増加し、経常損失及び税金等調整前当期

純損失は 23 百万円それぞれ増加しております。 
 

② 無形固定資産 定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法 
 

（3） 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収

可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 
 

② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、翌期の支給見込額のうち当連結

会計年度の負担額を計上しております。 
  

③ 完成工事補償引当金 工事引渡後の瑕疵に対する補修費用に備えるため、過去の実績を基

に発生見込額を計上しております。 
 

④ 工事損失引当金 受注工事の損失に備えるため、当連結会計年度末の手持工事のうち

損失の発生が見込まれ、かつ同時点でその金額を合理的に見積るこ

とが可能な工事について、その損失見込額を計上しております。 
 

⑤ 違約損失引当金 独占禁止法違反による違約金の支出に備えるため、工事請負契約の

契約条項を基に発生見込額を計上しております。 
 

⑥ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給

付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。 

なお、数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤務期間（８

～10 年）で定率法により発生時の翌連結会計年度から償却を行って

おります。 
 

⑦ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額

を計上しております。 
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⑧ 環境対策引当金 ＰＣＢ廃棄物の処理費用に備えるため、日本環境安全事業㈱が公表

している処理料金を基に処理費用見込額を計上しております。 
 

（4） 重要なリース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっております。 
 

（5） その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

① 収益及び費用の計上基準 完成工事高の計上は、原則として工事完成基準を採用しております

が、工期１年以上、請負金額５億円以上、かつ出来高進捗率20％以

上の工事については、工事進行基準を適用しております。 
 

② 消費税等の会計処理の方法 税抜処理方式を採用しております。 

 

５．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 

連結子会社の資産及び負債の評価は、全面時価評価法によっております。 

 

６．のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

のれん及び負ののれんは金額が僅少なため、発生年度に全額償却しております。 

 

７．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可

能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日か

ら３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

（不動産賃貸事業の会計処理） 

従来、不動産の賃貸収入は営業外収益、賃貸費用は営業外費用に計上しておりましたが、当連結会計

年度より賃貸収入は「完成工事高」、賃貸費用は「完成工事原価」に計上する方法に変更いたしました。 

この変更は、当連結会計年度に新たな賃貸不動産が増加したことに加え、半田第二工場の一部を賃貸

することにより、不動産賃貸事業の金額的重要性が高まったことから、経営成績をより適正に表示する

ため変更するものであります。 

この結果、従来の方法に比べ、完成工事高は 394 百万円増加し、完成工事総損失及び営業損失は 211

百万円それぞれ減少しております。 
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（７）連結財務諸表に関する注記事項 

 

（連結貸借対照表関係） 

注記 
番号 

前連結会計年度 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成20年３月31日） 

※１ 有形固定資産減価償却累計額 9,331 百万円 有形固定資産減価償却累計額 8,644 百万円 
 

※２ 
 
非連結子会社及び関連会社に対する金額は次の

通りであります｡ 

投資有価証券（株式） 1,160 百万円 

 
非連結子会社及び関連会社に対する金額は次の

通りであります｡ 

投資有価証券（株式） 1,096 百万円

その他（出資金） 101 百万円  
※３ 

 
担保資産 

仕入債務の担保 

投資有価証券 223 百万円 

 
担保資産 

仕入債務の担保 

投資有価証券 245 百万円  
※４ 

 
満期手形の処理は手形交換日をもって決済処理

しております。 

なお、当連結会計年度末日は金融機関の休日で

あったため、当連結会計年度末日満期の受取手形

1百万円及び支払手形11百万円が含まれておりま

す。 

 
         

 

 

（連結損益計算書関係） 

注記 
番号 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

※１ 工事進行基準による完成工事高 3,272 百万円 工事進行基準による完成工事高 3,711 百万円 
 

※２ 
 
販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次の通りであります。 

給料賃金 381 百万円

従業員賞与引当金繰入額 19 百万円

役員賞与引当金繰入額 7 百万円

退職給付費用 19 百万円

役員退職慰労引当金繰入額 27 百万円

貸倒引当金繰入額 4 百万円 

 
販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次の通りであります。 

給料賃金 359 百万円

従業員賞与引当金繰入額 19 百万円

退職給付費用 15 百万円

役員退職慰労引当金繰入額 23 百万円 

 
※３ 

 
研究開発費の発生額はすべて販売費及び一般管

理費に計上しております。 

研究開発費 10 百万円 

 
研究開発費の発生額はすべて販売費及び一般管

理費に計上しております。 

研究開発費 11 百万円  
※４ 

 
固定資産売却益 

機械 2 百万円

土地 445 百万円

計 447 百万円 

 
固定資産売却益 

機械 0 百万円

工具器具 0 百万円

計 0 百万円  
※５ 

 
固定資産売却損 

車輌運搬具 0 百万円 

 
         

 
※６ 

 
固定資産除却損 

建物・構築物 13 百万円

機械・運搬具 15 百万円

工具器具・備品 0 百万円

解体費用他 25 百万円

計 53 百万円 

 
固定資産除却損 

建物・構築物 45 百万円

機械・運搬具 53 百万円

工具器具・備品 0 百万円

解体費用他 55 百万円

計 155 百万円 
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（連結株主資本等変動計算書関係） 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 26,976,000 ― ― 26,976,000

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 3,099,031 12,711 ― 3,111,742

（変動事由の概要） 
増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買取りによる増加 12,711 株 

 

３．配当に関する事項 

(1)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成18年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 243 10．00 平成18年３月31日 平成18年６月30日

 

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議予定 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成19年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 243 10．00 平成19年３月31日 平成19年６月29日
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当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

１．発行済株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 26,976,000 ― ― 26,976,000

 

２．自己株式に関する事項 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式（株） 3,111,742 17,257 ― 3,128,999

（変動事由の概要） 
増加数の主な内訳は、次の通りであります。 

単元未満株式の買取りによる増加 17,257 株 

 

３．配当に関する事項 

(1)配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成19年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 243 10．00 平成19年３月31日 平成19年６月29日

 

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議予定 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 

平成20年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 243 10．00 平成20年３月31日 平成20年６月30日

 

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

注記 
番号 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

 
※１ 

 
現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

現金預金勘定 9,592 百万円 

 
現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係 

現金預金勘定 8,588 百万円 
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セグメント情報 
 
１．事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 
全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の合計額に占める鋼構造物製造事業

の割合がいずれも90％を超えているため、連結財務諸表規則様式第一号（記載上の注意14）に基づき、

事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 
当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

 
鋼構造物 
製造事業 

不動産 
賃貸事業 

その他の 
事業 

計 
消去又は 
全社 

連結 

 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) 

Ⅰ 売上高及び営業損益       

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 8,801 394 396 9,591 ― 9,591 

(2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

― ― 200 200 （200） ― 

計 8,801 394 596 9,792 （200） 9,591 

営業費用 9,788 183 636 10,608 55 10,663 

営業利益又は営業損失(△) △ 987 211 △ 39 △ 815 （255） △ 1,071 

Ⅱ 資産、減価償却費及び 
資本的支出 

      

資産 17,201 2,305 592 20,099 15,231 35,331 

減価償却費 287 119 31 438 3 442 

資本的支出 64 203 177 445 ― 445 

（注）１ 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、当連結会計年度より

賃貸収入は完成工事高、賃貸費用は完成工事原価に計上する方法に変更いたしました。この変更

に伴い、全セグメントの売上高に占める鋼構造物製造事業の割合が 90％以下となったため、事業

の種類別セグメント情報を記載しております。 
２ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 
３ 各区分の主な製品 

鋼構造物製造事業 橋梁、鉄骨、その他鉄構物 

不動産賃貸事業 不動産賃貸並びに管理業務 

その他の事業 鋲螺釘類 

４ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（257 百万円）の主なものは、

親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

５ 資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（15,231 百万円）の主なものは、長期投資資

金（投資有価証券）等の資産であります。 

６ 減価償却費には長期前払費用の償却額が含まれており、資本的支出には長期前払費用の増加額が

含まれております。 

 
２．所在地別セグメント情報 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 
 
３．海外売上高 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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リース取引関係 
 

決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 
 
 
関連当事者との取引 
 
１．役員及び個人主要株主等 

関係内容 
属性 

会社等 
の名称 

住所 
資本金 

(百万円) 
事業の内容

議決権等
の所有割合

（％） 
役員の
兼任等

事業上
の関係

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高
(百万円)

役員及び近
親者が議決
権の過半数
を所有して
いる会社等 

㈱エス・エ 
ス・エンジ 
ニアリング 

愛知県
半田市

10 
鋼構造物の
検査業務

―
兼任等 

２名

当社製品
の非破壊
検査 

当社製品の 
非破壊検査 

23 ― ―

 
２．子会社等 

関係内容 
属性 

会社等 
の名称 

住所 
資本金 

(百万円) 
事業の内容

議決権等
の所有割合

（％） 
役員の
兼任等

事業上
の関係

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高
(百万円)

関連会社 丸定産業㈱ 
愛知県
東海市

180 
鋼板の切断
加工販売

直接 11.2
兼任 

２名
原材料
購入 

原材料 
購入 

1,215 工事未払金 232

（注）１ 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれてお

ります。 
２ 取引条件ないし取引条件の決定方針等 

① 当社製品の非破壊検査については、市場価格を勘案して毎期価格交渉の上、一般的取引条件

と同様に決定しております。 
② 原材料購入については、市場価格を勘案して毎期価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決

定しております。 
３ ① ㈱エス･エス･エンジニアリングについては、当社役員の瀧上晶義氏が議決権の40％を所有し

ております。 
② 関連当事者でありました㈱エス･エス･エンジニアリングは、平成20年２月27日に清算結了し

たため、それまでの取引について記載しております。 
４ 丸定産業㈱は緊密な者が所有している株式の割合が 12.2％あり、また重要な営業上の取引がある

ため関連会社にしております。 
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税効果会計関係 
 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原 

因別の内訳 
 

繰延税金資産  

退職給付引当金 287 百万円

役員退職慰労引当金 55 百万円

環境対策引当金 7 百万円

賞与引当金 23 百万円

工事損失引当金 360 百万円

違約損失引当金 106 百万円

未払事業税 4 百万円

欠損金 21 百万円

その他 131 百万円

繰延税金資産小計 998 百万円

評価性引当額 △717 百万円

繰延税金資産合計 281 百万円

 

繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金 △4,326 百万円

その他 △2百万円

繰延税金負債合計 △4,328 百万円

繰延税金資産（負債）の純額 △4,047 百万円 

 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原 

因別の内訳 
 

繰延税金資産  

退職給付引当金 258 百万円

役員退職慰労引当金 47 百万円

環境対策引当金 7 百万円

賞与引当金 27 百万円

工事損失引当金 367 百万円

未払事業税 1 百万円

投資有価証券評価損 432 百万円

欠損金 188 百万円

その他 94 百万円

繰延税金資産小計 1,425 百万円

評価性引当額 △1,174 百万円

繰延税金資産合計 251 百万円

 

繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金 △2,738 百万円

圧縮積立金 △42 百万円

その他 △2百万円

繰延税金負債小計 △2,783 百万円

繰延税金資産（負債）の純額 △2,531 百万円  
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負

担率との差異の原因となった主な項目別の内訳 
 

法定実効税率 40.6％
 

（調整） 

繰延税金資産に対する評価性引当額 101.6％
交際費等永久に損金に 

算入されない項目 
11.3％

受取配当金等永久に益金に 
算入されない項目 

△21.1％

住民税均等割 2.3％

持分法損益等連結調整に係る項目 19.2％

その他 △1.4％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 152.5％ 

 
２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負

担率との差異の原因となった主な項目別の内訳 
 

税金等調整前当期純損失が計上されているた

め、記載しておりません。 
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有価証券関係 
 
１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

前連結会計年度 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成20年３月31日） 

区分 連結決算日 
における 
連結貸借対 
照表計上額 

連結決算日
における時価

差額 

連結決算日
における 
連結貸借対
照表計上額

連結決算日 
における時価 

差額 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

時価が連結貸借対照表 
計上額を超えるもの 

2,298 2,306 7 1,297 1,334 36

時価が連結貸借対照表 
計上額を超えないもの 

― ― ― 1,251 1,246 △4

合計 2,298 2,306 7 2,549 2,580 31

(注) 表中の「連結貸借対照表計上額」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当連結会計年度におい

て減損処理を行い、投資有価証券評価損 1,048 百万円を計上しております。 

 

 

２．その他有価証券で時価のあるもの 
前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 
区分 

取得原価 
連結貸借対
照表計上額

差額 取得原価 
連結貸借対 
照表計上額 

差額 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

連結貸借対照表計上額が 
取得原価を超えるもの 

      

株式 1,018 11,896 10,877 961 7,875 6,913

債券 400 401 0 1,000 1,001 1

小計 1,419 12,298 10,878 1,961 8,877 6,915

連結貸借対照表計上額が 
取得原価を超えないもの 

  

株式 ― ― ― 13 11 △2

債券 2,802 2,590 △211 1,482 1,322 △159

小計 2,802 2,590 △211 1,496 1,334 △161

合計 4,221 14,889 10,667 3,457 10,211 6,753

(注) 上記の「連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの」の「債券」の中には複合金融商品が含ま

れており、組込デリバティブを含めた評価損益は、当連結会計年度の損益に計上しております。 

 

 

３．当連結会計年度中に売却したその他有価証券 

区分 
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

売却額（百万円） 3,229 1,526 

売却益の合計額（百万円） 1,501 1,074 
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４．時価評価されていない主な有価証券 

前連結会計年度 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成20年３月31日） 内容 

連結貸借対照表計上額(百万円) 連結貸借対照表計上額(百万円)

その他有価証券 
非上場株式 

 
150 

 
150 

 

 

５．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の連結決算日後における償還予定額 

 
前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 
当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 

 １年以内 
１年超 
５年以内

５年超 
10 年以内

10 年超 １年以内
１年超 
５年以内 

５年超 
10 年以内 

10 年超 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

満期保有目的の債券    

国債 ― 700 ― ― ― 1,300 ― ―

その他 ― ― 1,600 ― ― 800 1,500 ―

小計 ― 700 1,600 ― ― 2,100 1,500 ―

その他有価証券    

国債 500 1,000 ― ― ― 1,000 ― ―

その他 ― ― 300 1,000 ― ― 300 1,150

小計 500 1,000 300 1,000 ― 1,000 300 1,150

合計 500 1,700 1,900 1,000 ― 3,100 1,800 1,150
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デリバティブ取引関係 

 

前連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 
１．取引の状況に関する事項 

(1) 取引の内容及び利用目的 

当社グループは、余裕資金の運用を目的としてデリバティブを組込んだ複合金融商品を利用して

おります。 

 

(2) 取引に対する取組方針 

当社グループは、デリバティブ取引を積極的に行わない方針でありますが、商品特性を評価し安

全性が高いと判断したものについて、利回りの向上を図るため利用することとしております。 

 

(3) 取引に係るリスクの内容 

当社グループが利用しているデリバティブを組込んだ複合金融商品は、償還時の為替相場の変動

による元本毀損リスクがあります。 

 

(4) 取引に係るリスク管理体制 

デリバティブ取引を含めた資金の運用は、資金運用規定に基づき総務部門が担当役員等の決裁を

得て実行及び管理を行っております。 

 

２．取引の時価等に関する事項 

複合金融商品の組込デリバティブの時価及び評価損益は（有価証券関係）に含めて記載しておりま

す。 
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退職給付関係 
（単位：百万円未満切り捨て） 

前連結会計年度 当連結会計年度 
 
１ 採用している退職給付制度の概要 

当社及び連結子会社は、確定給付型の制度とし

て、主として適格退職年金制度及び退職一時金制度

を採用しております。 

また、当社は平成11年４月１日より、退職金制度

の一部について適格退職年金制度（一定の資格を有

する従業員）を採用しております。 

 
１ 採用している退職給付制度の概要 

同 左 

 
２ 退職給付債務に関する事項 

（平成19年３月31日現在） 

退職給付債務 △ 1,034

年金資産 314

未認識数理計算上の差異の未処理額 △ 10

退職給付引当金 △ 730

(注)連結子会社においては、退職給付債務の算定に

あたり、簡便法を採用しております。 

 
２ 退職給付債務に関する事項 

（平成20年３月31日現在) 

退職給付債務 △ 943

年金資産 326

未認識数理計算上の差異の未処理額 △ 32

退職給付引当金 △ 648

(注)連結子会社においては、退職給付債務の算定に

あたり、簡便法を採用しております。 
 
３ 退職給付費用に関する事項 

（平成18年４月１日～平成19年３月31日） 

勤務費用 65

利息費用 19

期待運用収益 △ 2

数理計算上の差異の費用処理額 2

退職給付費用 85

(注)簡便法を採用している連結子会社の退職給付

費用は、勤務費用に計上しております。 

 
３ 退職給付費用に関する事項 

（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

勤務費用 54

利息費用 19

期待運用収益 △ 2

数理計算上の差異の費用処理額 △ 1

退職給付費用 69

(注)簡便法を採用している連結子会社の退職給付

費用は、勤務費用に計上しております。 
 
４ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

① 退職給付見込額の
期間配分方法 

期間定額基準 

② 割引率 2.00％ 

③ 期待運用収益率 0.75％ 

④ 数理計算上の 
差異の処理年数 

８年～10 年 

（発生時の従業員の平

均残存勤務期間で定率

法により、発生時の翌

連結会計年度から償却

を行っております。）  

 
４ 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

① 退職給付見込額の 
期間配分方法 

期間定額基準 

② 割引率 2.00％ 

③ 期待運用収益率 0.75％ 

④ 数理計算上の 
差異の処理年数 

８年～10 年 

（発生時の従業員の平

均残存勤務期間で定率

法により、発生時の翌

連結会計年度から償却

を行っております。）  
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ストック・オプション等関係 
 

ストック・オプション等を行っておりませんので、該当事項はありません。 
 
 
企業結合等 
 

企業結合等を行っておりませんので、該当事項はありません。 
 
 
１株当たり情報 
 

 
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,283 円 62 銭 1,132 円 58 銭 

１株当たり当期純損失(△) △21 円 04 銭 △42 円 81 銭 

 なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、１株当

たり当期純損失であり、また潜在株

式が存在していないため記載してお

りません。 

なお、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額については、１株当

たり当期純損失であり、また潜在株

式が存在していないため記載してお

りません。 

（注）算定上の基礎 
１．１株当たり純資産額 

項目 
前連結会計年度末 

（平成19年３月31日） 
当連結会計年度末 

（平成20年３月31日） 

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 31,053 百万円 27,335 百万円

普通株式に係る純資産額 30,632 百万円 27,008 百万円

差額の主な内訳 

少数株主持分 420 百万円 327 百万円

普通株式の発行済株式数 26,976,000 株 26,976,000 株

普通株式の自己株式数 3,111,742 株 3,128,999 株

１株当たり純資産額の算定に 
用いられた普通株式の数 

23,864,258 株 23,847,001 株

 
２．１株当たり当期純損失 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日）

連結損益計算書上の当期純損失(△) △502 百万円 △1,021 百万円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る当期純損失(△) △502 百万円 △1,021 百万円

普通株式の期中平均株式数 23,869,412 株 23,854,656 株
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５．財務諸表等 
（１）貸借対照表 
 

  
前事業年度 

（平成19年３月31日） 

当事業年度 

（平成20年３月31日） 
対前期増減 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

構成比

（％）
金額（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

（資産の部）    

Ⅰ 流動資産    

現金預金  8,878 8,087  △ 791

受取手形  283 316  33

完成工事未収入金  2,845 3,571  726

有価証券  499 ―  △ 499

未成工事支出金  2,746 1,972  △ 773

材料貯蔵品  39 43  3

繰延税金資産  0 ―  △ 0

その他  215 125  △ 89

流動資産合計  15,508 40.3 14,116 41.9 △ 1,391

Ⅱ 固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物  1,694 934  △ 760

機械・運搬具  885 710  △ 175

工具器具・備品  46 30  △ 15

賃貸不動産  1,008 2,222  1,214

土地  1,536 1,295  △ 241

建設仮勘定  133 79  △ 53

有形固定資産合計  5,304 13.8 5,273 15.7 △ 31

無形固定資産    

借地権  0 0  ―

その他  42 32  △ 9

無形固定資産合計  42 0.1 32 0.1 △ 9

投資その他の資産    

投資有価証券  16,766 12,772  △ 3,994

関係会社株式  293 293  ―

関係会社出資金  ― 101  101

長期性預金  500 1,000  500

従業員に対する長期貸付金  0 0  △ 0

その他  95 96  0

投資その他の資産合計  17,656 45.8 14,264 42.3 △ 3,391

固定資産合計  23,003 59.7 19,570 58.1 △ 3,432

資産合計  38,512 100.0 33,687 100.0 △ 4,824
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前事業年度 

（平成19年３月31日） 

当事業年度 

（平成20年３月31日） 
対前期増減 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

構成比

（％）
金額（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

（負債の部）    

Ⅰ 流動負債    

支払手形  382 389  6

工事未払金  1,063 1,108  45

未払金  59 143  83

未払費用  115 101  △ 13

未払法人税等  13 16  2

未成工事受入金  1,304 1,831  526

賞与引当金  70 74  3

完成工事補償引当金  7 10  2

工事損失引当金  886 670  △ 216

違約損失引当金  263 ―  △ 263

その他  30 88  57

流動負債合計  4,199 10.9 4,435 13.2 236

Ⅱ 固定負債    

繰延税金負債  4,029 2,473  △ 1,556

退職給付引当金  695 624  △ 70

役員退職慰労引当金  129 101  △ 27

環境対策引当金  16 16  ―

その他  115 153  38

固定負債合計  4,986 12.9 3,369 10.0 △ 1,616

負債合計  9,185 23.8 7,805 23.2 △ 1,380
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前事業年度 

（平成19年３月31日） 

当事業年度 

（平成20年３月31日） 
対前期増減 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

構成比

（％）
金額（百万円） 

構成比 

（％） 

金額 

（百万円） 

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本    

資本金  1,361 3.5 1,361 4.0 ―

資本剰余金    

資本準備金  389 389  ―

資本剰余金合計  389 1.0 389 1.2 ―

利益剰余金    

利益準備金  340 340  ―

その他利益剰余金    

退職慰労金積立金  35 35  ―

配当準備積立金  150 ―  △ 150

別途積立金  22,480 22,130  △ 350

繰越利益剰余金  △ 105 △ 725  △ 619

利益剰余金合計  22,899 59.5 21,779 64.7 △ 1,119

自己株式  △ 1,635 △4.2 △ 1,643 △4.9 △ 8

株主資本合計  23,015 59.8 21,887 65.0 △ 1,128

Ⅱ 評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金  6,311 3,995  △ 2,316

評価・換算差額等合計  6,311 16.4 3,995 11.8 △ 2,316

純資産合計  29,326 76.2 25,882 76.8 △ 3,444

負債純資産合計  38,512 100.0 33,687 100.0 △ 4,824
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（２）損益計算書 
 

  

前事業年度 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

当事業年度 

（自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日） 

対前期増減 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

百分比

（％）
金額（百万円） 

百分比 

（％） 

金額 

（百万円） 

Ⅰ 完成工事高  8,339 100.0 9,194 100.0 855

Ⅱ 完成工事原価  8,821 105.8 9,330 101.5 509

完成工事総損失(△)  △ 482 △5.8 △ 136 △1.5 345

Ⅲ 販売費及び一般管理費  935 11.2 900 9.8 △ 35

営業損失(△)  △ 1,417 △17.0 △ 1,036 △11.3 380

Ⅳ 営業外収益  561 6.7 284 3.1 △ 276

受取利息  7 22  15

有価証券利息  45 67  21

受取配当金  146 169  22

賃貸収入  333 ―  △ 333

その他営業外収益  27 25  △ 2

Ⅴ 営業外費用  158 1.9 14 0.1 △ 144

賃貸費用  141 ―  △ 141

自己株式の取得に関する 
付随費用  5 5  △ 0

その他営業外費用  11 9  △ 2

経常損失(△)  △ 1,014 △12.2 △ 766 △8.3 248

Ⅵ 特別利益  1,805 21.7 1,085 11.8 △ 720

固定資産売却益  24 ―  △ 24

投資有価証券売却益  1,501 1,074  △ 426

子会社清算益  280 ―  △ 280

その他特別利益  ― 11  11

Ⅶ 特別損失  211 2.5 1,156 12.6 945

前期損益修正損  ― 20  20

固定資産売却損  0 ―  △ 0

固定資産除却損  47 87  39

投資有価証券評価損  ― 1,048  1,048

会員権評価損  2 ―  △ 2

独占禁止法違反に係る罰金  160 ―  △ 160

税引前当期純利益又は 
税引前当期純損失(△)  579 7.0 △ 837 △9.1 △ 1,417

法人税、住民税及び事業税  14 0.2 13 0.1 △ 1

法人税等調整額  855 10.3 25 0.3 △ 829

当期純損失(△)  △ 290 △3.5 △ 876 △9.5 △ 586
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（３）株主資本等変動計算書 
 
前事業年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 
 株主資本 

 資本剰余金 

 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成18年３月31日残高 

（百万円） 
1,361 389 389 

事業年度中の変動額    

事業年度中の変動額合計 

（百万円） 
― ― ― 

平成19年３月31日残高 

（百万円） 
1,361 389 389 

 
 株主資本 

 利益剰余金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 退職慰労金

積立金 

配当準備

積立金 
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成18年３月31日残高 

（百万円） 
340 35 150 22,480 427 23,433 △1,625 23,558

事業年度中の変動額    

利益処分による 

利益配当 
 △243 △243  △243

当期純損失(△)  △290 △290  △290

自己株式の取得   △9 △9

事業年度中の変動額合計 

（百万円） 
― ― ― ― △533 △533 △9 △542

平成19年３月31日残高 

（百万円） 
340 35 150 22,480 △105 22,899 △1,635 23,015

 
 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成18年３月31日残高 

（百万円） 
8,344 8,344 31,903 

事業年度中の変動額    

利益処分による 

利益配当 
  △243 

当期純損失(△)   △290 

自己株式の取得   △9 

株主資本以外の項目の 
事業年度中の変動額 
（純額） 

△2,033 △2,033 △2,033 

事業年度中の変動額合計 

（百万円） 
△2,033 △2,033 △2,576 

平成19年３月31日残高 

（百万円） 
6,311 6,311 29,326 
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当事業年度（自 平成19年４月１日 至 平成 20 年３月31日） 

 
 株主資本 

 資本剰余金 

 
資本金 

資本準備金 資本剰余金合計 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

事業年度中の変動額    

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

― ― ― 

平成20年３月31日残高 
（百万円） 

1,361 389 389 

 
 株主資本 

 利益剰余金 

 その他利益剰余金 

 
利益準備金 退職慰労金

積立金 

配当準備

積立金 
別途積立金

繰越利益

剰余金 

利益剰余金

合計 

自己株式 
株主資本

合計 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

340 35 150 22,480 △105 22,899 △1,635 23,015

事業年度中の変動額    

剰余金の配当  △243 △243  △243

当期純損失(△)  △876 △876  △876

自己株式の取得   △8 △8

配当準備積立金の取崩  △150 150 ―  ―

別途積立金の取崩  △350 350 ―  ―

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

― ― △150 △350 △619 △1,119 △8 △1,128

平成20年３月31日残高 
（百万円） 

340 35 ― 22,130 △725 21,779 △1,643 21,887

 
 評価・換算差額等 

 その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計 
純資産合計 

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

6,311 6,311 29,326 

事業年度中の変動額    

剰余金の配当   △243 

当期純損失(△)   △876 

自己株式の取得   △8 

配当準備積立金の取崩   ― 

別途積立金の取崩   ― 

株主資本以外の項目の 
事業年度中の変動額 
（純額） 

△2,316 △2,316 △2,316 

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

△2,316 △2,316 △3,444 

平成20年３月31日残高 
（百万円） 

3,995 3,995 25,882 
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６．その他 
 

（１）役員の異動（平成 20 年６月 27 日付予定） 

 

１．代表者の異動 

該当事項はありません。 

 

２．その他の役員の異動 

(1) 新任取締役候補 

取締役兼執行役員 村 上 宗 則 （現 執行役員 管理本部長兼総務グループ長） 

 

(2) 昇任取締役 

常務取締役 瀧 上 晶 義 （現 取締役兼執行役員 管理本部管掌 

兼企画管理室長） 

 

常務取締役 瀧 上 亮 三 （現 取締役 監査室長兼経営企画室長） 

 

(3) 退任予定取締役 

現 常務取締役 重 野 武 男 （当社顧問に就任予定） 

 

現 取締役相談役 寺 田 四 郎 （当社顧問に就任予定） 

 

３．執行役員の異動 

 新任 

執行役員 山 本 敏 哉 （現 参与 生産本部長） 
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（２）販売及び受注の状況（連結） 
 
１．販売実績 
 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 区   分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 6,315 71.6 7,506 78.3 

鉄 骨 2,173 24.7 1,294 13.5 

小 計 8,488 96.3 8,801 91.8 

不 動 産 ― ― 394 4.1 

そ の 他 事 業 329 3.7 396 4.1 

合 計 8,818 100.0 9,591 100.0 

 
 
２．受注高 
 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 区   分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 7,684 79.1 8,229 67.1 

鉄 骨 1,694 17.5 3,637 29.7 

小 計 9,379 96.6 11,866 96.8 

そ の 他 事 業 329 3.4 396 3.2 

合 計 9,709 100.0 12,262 100.0 

 
 
３．受注残高 
 

前連結会計年度末 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 区   分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 12,108 91.9 12,831 79.0 

鉄 骨 1,069 8.1 3,412 21.0 

合 計 13,178 100.0 16,243 100.0 
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（３）完成工事高及び受注の状況（個別） 
 
１．完成工事高 
 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 区   分 

数量 
（ｔ） 

金額 
（百万円） 

構成比 
（％） 

数量 
（ｔ） 

金額 
（百万円） 

構成比 
（％） 

橋 梁 9,951 6,315 75.7 11,805 7,506 81.6 

鉄 骨 8,870 2,024 24.3 5,747 1,293 14.1 

小 計 18,822 8,339 100.0 17,553 8,800 95.7 

不 動 産 ― ― ― ― 394 4.3 

合 計 18,822 8,339 100.0 17,553 9,194 100.0 

 
 
２．受注高 
 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 区   分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 7,684 82.8 8,229 69.4 

鉄 骨 1,599 17.2 3,636 30.6 

合 計 9,284 100.0 11,865 100.0 

 
 
３．受注残高 
 

前事業年度末 
（平成19年３月31日） 

当事業年度末 
（平成20年３月31日） 区   分 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

橋 梁 12,108 91.9 12,831 79.0 

鉄 骨 1,069 8.1 3,412 21.0 

合 計 13,178 100.0 16,243 100.0 

 
 




